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Ⅱ 事例集

 

 

 

 

◆◇ 「厳しい指導」と「体罰・不適切な指導・ハラスメント」は違います。◆◇ 

【事例１】高等学校
 

 

 

１ 部活動において 
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○ 課題はどこにあるのでしょうか。 

 体罰・不適切な指導・ハラスメントを正当化する誤った考え方

 

 

 

 生徒に過度な肉体的・精神的負荷を与える指導 

 

   

 ○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

 生徒の意欲的な活動を引き出す指導
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○ 課題はどこにあるのでしょうか。 

科学的合理性を欠いた指導

 

 ○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

 生徒の能力や気持ちを的確に踏まえた、個に応じた指導 

 

【事例２】高等学校
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◎ 「運動部活動での指導のガイドライン」（平成 25 年 5 月 27 日 文部科学省）から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 こんな取組を行っている学校もあります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 指導者は、生徒自らが意欲を持って取り組む姿勢となるよう、雰囲気づくりや心

理面での指導の工夫が望まれます。生徒のよいところを見つけて伸ばしていく肯定

的な指導、叱ること等を場面に応じて適切に行っていくことが望まれます。指導者

の感情により指導内容や方法が左右されないように注意が必要です。

○ （中略）キャプテンの生徒は、心身両面で他の生徒より負担がかかる場合もある

ため、適切な助言その他支援に留意することが大切です。

○ 指導者は、効果的な指導に向けて、自分自身のこれまでの実践、経験にたよるだ

けでなく、指導の内容や方法に関して、（中略）スポーツ医・科学の研究の成果を

積極的に習得し、指導において活用することが重要です。 

短時間で集中して科学的な指導の内容や方法を取り入れた練習を行う。
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◆◇ 部活動の閉鎖性が課題です。 ◆◇

 

 ○ 課題はどこにあるのでしょうか。

 

部活動の閉鎖性

 

 

対外試合時の顧問の見栄 

 

 

【事例３】中学校
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○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

 

 

 

 

◎ 「運動部活動での指導のガイドライン」（平成 25 年 5 月 27 日 文部科学省）から

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 「学校部活動の在り方に関する方針」（令和７年１月 岡山県教育委員会）から

 

 

 

 

 

 

 

 

複数による指導体制 

○ 校長のリーダーシップのもと、教員の負担軽減の観点にも配慮しつつ、学

校組織全体で運動部活動の運営や指導の目標、方針を検討、作成するととも

に、日常の運営、指導において、必要な場合には校長が適切な指示をしたり、

顧問の教員等の間で意見交換、指導の内容や方法の研究、情報共有を図るこ

とが必要です。この取組の中で、体罰等が許されないことの意識の徹底を図

ることも必要です。

○ 保護者等に対して、学校全体の目標や方針、各部の活動の目標や方針、計画

等について、積極的に説明し、理解を得ることが望まれます。 

○ 校長は、教員を部活動顧問に決定する際は、校務全体の効率的・効果的な実

施に鑑み、教員の他の校務分掌や本人の抱える事情、部活動指導員の配置状況

等を勘案した上で行うなど、適切な校務分掌となるよう留意するとともに、学

校全体としての適切な指導、運営及び管理に係る体制を構築する。

○  校長は、毎月の活動計画及び活動実績の確認等により、学校部活動の活動内

容を把握し、生徒が安全にスポーツ・文化芸術活動を行い、教員の負担が過度

とならないよう持続可能な運営体制が整えられているか等について、適宜、指

導・是正を行う。 
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 ○ こんな取組を行っている学校もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇人格や存在価値を否定するような発言や行為は、体罰と同様に許されません。◆◇

【事例４】高等学校 

 

○ 課題はどこにあるのでしょうか。 

自身の価値観や理念の一方的な押しつけ 

 

複数回の顧問会議で部活動指導についての意見交換を行い、共通理解を図る。
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人格や存在価値を否定する言動 

 

 ○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

生徒の心情を踏まえた適切な指導

校内研修や定期的な確認 
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【事例５】高等学校
 

 

○ 課題はどこにあるのでしょうか。 

自身の指導は間違っていないという認識による、不適切な指導 

 

 

◎ 「運動部活動での指導のガイドライン」（平成25年5月27日 文部科学省）から

 

 

 

 

 

 

 

○ 指導者が試合や練習中に激励等として厳しい言葉や内容を生徒に発するこ

ともあり得ますが、競技、練習継続の意欲を失わせるようなものは、不適当、

不適切です。

○ 生徒の心理についての科学的な知見、言葉の効果と影響を十分に理解し、

厳しい言葉等を発した後には、生徒へのフォローアップについても留意する

ことが望まれます。 
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 ◎ 「学校部活動の在り方に関する方針」（令和７年１月 岡山県教育委員会）から

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

人権意識を高め、指摘し合える教職員集団に

 

 

 

 

 

 〇 スポーツ界における暴力・暴言・ハラスメントなどの不適切行為をなくすための運動  

「NO！スポハラ」活動 

 

 

○ 校長及び学校部活動の指導者は、学校部活動の実施に当たっては、生徒の心

身の健康管理（スポ—ツ障害・外傷の予防や文化部活動中の障害・外傷の予防、

バランスのとれた学校生活への配慮等を含む。）、事故防止（活動場所における

施設・設備の点検や活動における安全対策等）を徹底する。 

○ 学校部活動においては、校長は部活動の指導者に対し、文部科学省が平成

25 年５月に作成した「運動部活動での指導のガイドライン」や、岡山県教育

委員会が令和７年１月に作成した「体罰・不適切な指導・ハラスメント防止ハ

ンドブック」に則った指導を行い、体罰・不適切な指導・ハラスメントを根絶

するとともに、「グッドコーチに向けた「７つの提言」」等も参考にした部活動

の実践を推進する。県教育委員会及び市町村（組合）教育委員会は、学校にお

けるこれらの取組が徹底されるよう、学校保健安全法等も踏まえ、適宜、支援、

指導及び是正を行う。 
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○ こんな取組を行っている学校もあります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

やる気を引き出す言葉かけ等の研修を、全教職員で実施する。
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◆◇ 冷静な判断ができなくなっています。◆◇

【事例１】高等学校

 

 

 

２ 授業において 
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【事例２】中学校

 

 

 

【事例３】中学校 

 

 

 

○課題はどこにあるのでしょうか。

  

協力体制の不足
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苛立ちからくる感情的な指導

 

 

 

表面的な指導・感情的な指導

 

 

  

体罰についての不十分な認識

○未然防止のためには、どうすればよいのでしょうか。

  

学校としての対応方針を明確に

 

背景や構図を捉えたチームによる指導
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理由を明確にした毅然とした指導・冷静な判断に基づく指導

 

 

児童生徒の実態把握と対応

 

参画意識や態度を育成する取組

 

 

◎ 文部科学省初等中等教育局長・スポーツ･青少年局長通知（平成25 年3 月13 日）から
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 ○ こんな取組を行っている学校もあります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ こんな取組を行っている学校もあります。

 
 
 
 
 
 

１ 体罰の禁止及び懲戒について

（中略）ここでいう懲戒とは、学校教育法施行規則に定める退学（公立義務教育諸

学校に在籍する学齢児童生徒を除く。）、停学（義務教育諸学校に在籍する学齢児童

生徒を除く。）、訓告のほか、児童生徒に肉体的苦痛を与えるものでない限り、通常、

懲戒権の範囲内と判断されると考えられる行為として、注意、叱責、居残り、別室指

導、起立、宿題、清掃、学校当番の割当て、文書指導などがある。

4 体罰の防止と組織的な指導体制について

（1）体罰の防止

 ② 学校は、指導が困難な児童生徒の対応を一部の教員に任せきりにしたり、特定の 

教員が抱え込んだりすることのないよう、組織的な指導を徹底し、校長、教頭等の 

管理職や生徒指導担当教員を中心に、指導体制を常に見直すことが必要である。 

家庭への支援を行いながら、児童の思いを受け止めることで、意欲が向上した。 
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○ こんな取組を行っている学校もあります。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全教職員で、放課後補充学習に取り組み、落ち着いた学校づくりをすすめる。

 

明確な目標を設定し、全教職員で徹底実施することで荒れを克服する。
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◆◇ 「励ましのつもり・・・」、児童生徒はどう受け取るでしょうか。 ◆◇
 

【事例４】小学校
 

 

 

○ 課題はどこにあるのでしょうか。  

励ましのつもり

 

 

体罰を容認する甘い認識

 

 

○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

 

児童生徒にとっては苦痛から逃れるため
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指導の在り方の見直しを

 

 

          

 ◎ 文部科学省初等中等教育局長・スポーツ･青少年局長通知（平成 25 年 3 月 13 日）から

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ こんな取組を行っている学校もあります。

 

 

 

4 体罰の防止と組織的な指導体制について

（1）体罰の防止

 ④ 教員は、決して体罰を行わないよう、平素から、いかなる行為が体罰に当たるか  

についての考え方を正しく理解しておく必要がある。また、機会あるごとに自身の  

体罰に関する認識を再確認し、児童生徒への指導の在り方を見直すとともに、自身  

が児童生徒への指導で困難を抱えた場合や、周囲に体罰と受け取られかねない指導  

を見かけた場合には、教員個人で抱え込まず、積極的に管理職や他の教員等へ報告・  

相談することが必要である。 
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◆◇ 威圧的・威嚇的発言や行為は、体罰と同様に許されません。 ◆◇

【事例５】高等学校

 

指導方針を明確に定め、児童生徒や保護者に説明する。
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【事例６】中学校 

 

 

 

 ○ 課題はどこにあるのでしょうか。

体罰以上に深刻な場合も  

 

 

 

 

児童生徒理解の不足  

 

○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

 

傷つける言葉を、やる気が出る言葉に 
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 安心して相談できる環境づくり 

 

 

○ こんな取組を行っている学校もあります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇児童生徒が嫌がることを無理矢理やることはパワー・ハラスメントです。 ◆◇ 
 

【事例７】小学校 
 

 

 

日頃から、教員が教科の枠を超えて気軽に互いの授業を参観する。
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○ 課題はどこにあるのでしょうか。

無自覚や思い込みによる誤った考え

 

○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

 

パワー・ハラスメントについての共通理解

◆◇「親しさの表現」「励まし」が動機でも、相手を不快にさせる場合があります。 ◆◇ 
 

【事例８】小学校 
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○ 課題はどこにあるのでしょうか。

 

セクシュアル・ハラスメントへの理解不足

○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

セクシュアル・ハラスメントについての共通理解
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【事例１】
 

 

○ 課題はどこにあるのでしょうか。

児童生徒の障害特性の理解が十分でないこと

３  
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  【課題が難しい】

  【社会的ルールを理解していない】

○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

「わかる」方法で教える

正確な実態把握と指導・支援方法の確認
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◎ 発達障害のある児童生徒に関わる「誤解」から体罰に至っている例

〔児童生徒〕 

 ◇指示を受け入れない。 

 →「こだわり」から指示を受け入れられない。 

 ◇何度言っても同じ過ちを繰り返す。 

  →指示が伝わっていない。（児童生徒に伝わっていないことが教員に伝わりにく

い。） 

 →「してはいけないこと」と「自分がしないこと」が別の話と捉えている。 

 ◇悪いことをしたのに謝らない。 

 →「悪いことをした」ということが伝わっていない。 

  →「叱られている」ということが理解できていない。 

  →悪いことをしていないのに叱られるという「被害感情」が強くなっている。 

〔教 職 員〕 

 ◇児童生徒が理解できているかどうかがわからない。 

 ◇感情を逆撫でされているように感じる。 

 ◇自分の指導に自信がなくなる。 

 ◇周囲からの非難にさらされる。（さらされているように感じる） 

体
罰
に
至
る 
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【事例２】
 

 

○ 課題はどこにあるのでしょうか。

生活年齢を意識した対応の欠如

○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

障害特性や生活年齢等を意識した対応に関する共通理解

障害のある児童生徒の意思確認  
 

 

【事例３】
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○ 課題はどこにあるのでしょうか。

障害のある児童生徒への人権意識の欠如

障害のある児童生徒への意思確認の欠如   

 

○ 未然防止のためには、どう対応すればよいのでしょうか。

障害のある児童生徒への人権意識の共有

 

 

障害のある児童生徒との信頼関係の構築  

 

教職員や保護者との支援方法の共通理解 

 ① 介助や動作援助等を行う際の孤立・密室化の防止
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 ② 着替え等におけるプライバシーの確保

 ③ 行き過ぎた不適切な言動
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発達障害の支援に関する相談窓口
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◆◇正当防衛のためのやむを得ない行為は、体罰に当たりません。 ◆◇ 

【事例１】中学校
 

 

 

 

 

○ このような行為はどう判断したらよいのでしょうか。

防衛のためにやむを得ず行った行為

４ 体罰に当たらない事例 
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◆◇目前の危険を回避するためのやむを得ない行為は、体罰に当たりません。 ◆◇ 

【事例２】小学校
 

 

 

 

○ このような行為はどう判断したらよいのでしょうか。

目前の危険を回避するためにやむを得ず行った行為

◎ 文部科学省初等中等教育局長・スポーツ･青少年局長通知（平成25 年 3 月 13 日）から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 正当防衛及び正当行為について 

（１） 児童生徒の暴力行為等に対しては、毅然とした姿勢で教職員一体となって対応

し、児童生徒が安心して学べる環境を確保することが必要である。 

（２） 児童生徒から教員等に対する暴力行為に対して、教員等が防衛のためにやむを

得ずした有形力の行使は、もとより教育上の措置たる懲戒行為として行われたもの

ではなく、これにより身体への侵害又は肉体的苦痛を与えた場合は体罰には該当し

ない。また、他の児童生徒に被害を及ぼすような暴力行為に対して、これを制止し

たり、目前の危険を回避したりするためにやむを得ずした有形力の行使について

も、同様に体罰に当たらない。これらの行為については、正当防衛又は正当行為等

として刑事上又は民事上の責めを免れうる。 
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拡大解釈は絶対に許されません。
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Ⅲ 体罰・不適切な指導・ハラスメントを行ってしま

ったら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体罰･不適切な指導・

ハラスメント 

被害児童生徒への速やかな誠意ある対応 

状況の把握・管理職等への報告 

関係機関等への報告（第一報） 

関係機関等への報告（途中経過～最終） 

被害児童生徒及び保護者への説明・謝罪 

被害児童生徒・保護者への心のケア 

全職員への説明・再発防止に向けて 

◎ 基本的な心構えと児童生徒・保護者への対応について

◎ 重大事案等が発生した際の対応について

○
○
○
○

SC  

 
  

 

PTA
 

  
 

  
 

 
 

 
 

PTA   
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Ⅳ 資料
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https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/hakusho/nc/1418753_00005.html

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1331907.htm

       

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/jyujitsu/1335529.htm

 

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop04/list/1405720_00014.htm

 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/07020609.htm

 

https://www.pref.okayama.jp/site/16/329389.html

    

https://www.pref.okayama.jp/site/16/273074.html
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懲戒処分の指針（抜粋）

第３ 標準例

３ ハラスメント関係 

 

４ 体罰・不適切な指導関係 
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コンプライアンス研修

【体罰】

【パワー・ハラスメントに類する言動】

㉝

【セクシュアル・ハラスメント】

㉟  

 


